
令和５年度 権利擁護フォーラム 
「身寄りのない方」の権利擁護から包括的支援体制のあり方について考える 

 

 

 

核家族化の進行や独居高齢世帯、老老介護世帯の増加に加え、地縁・血縁といった様々な人と人とのつ

ながりが希薄となり、地域で孤立する人が増えてきています。その中で親族がいない、いても疎遠である

等いわゆる「身寄りのない方」への支援をするうえで、成年後見制度の利用や医療同意、賃貸住宅の入居

や施設入所の身元引受・保証人の確保など様々な課題が生じています。 

本フォーラムでは、地域の権利擁護に携わる支援者が、「身寄りのない方」に対する本人を主体とした

支援のあり方のポイントや、市町村における包括的な支援体制の構築等について学ぶことを目的に開催し

ます。今後の支援のあり方を一緒に考えてみませんか？ 
 

■期日  令和５年１２月１８日（月）13：30～16：30（受付 13：00-） 
 

■会場   ピュアリティまきび 2 階 孔雀（岡山市北区下石井２丁目６－４１） 
■会場までのアクセスのご案内 

〇JR 岡山駅より徒歩約 7 分 〇岡山 I.C より車で約 20 分 ※駐車場 100 台 

※満車の場合は申し訳ありませんが、近隣の有料コインパーキングをご利用ください。 

 
■対象  定員１５０名   権利擁護支援関係者（市町村社協、市町村行政担当課等） 

生活支援員、市民後見人、民生委員等関心のある方 
 

■内容  

 〇基調講義 13:40～14:20 

川崎医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉学科 准教授 中尾 竜二 氏 

   「身寄りのない方」の権利擁護支援と包括的支援について、意思決定支援のポイントやその具体的な

支援体制の構築のあり方についてお話いただきます。 

〇パネルディスカッション 14:30～16:10 
 「身寄りのない方」の事例をもとに弁護士・地域包括支援センター・社協の地域の権利擁護支援に携

わる支援者それぞれの視点から、問題提起と今後の支援（権利擁護支援）のあり方についてディスカ

ッションします。 

コーディネーター 

川崎医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉学科 准教授 中尾 竜二 氏 

パネリスト（順不同） 

総社法律事務所 弁護士 岡田 孝文 氏（総社市権利擁護センター運営委員会委員） 

津山市地域包括支援センター 社会福祉士 松尾 彰 氏 

高梁市権利擁護センター（高梁市社会福祉協議会）社会福祉士 櫻 彰朗 氏 
 

■お申込み方法 

QR コードを読み取り、お申込みフォームもしくは、 

≪お申込みフォーム URL：https://forms.gle/imptGM918WdVABcU8≫ 

裏面「参加申込書」に必要事項をご記入の上、FAX にて 

令和５年１２月１日（金）までにお申込みください。 

この事業は、赤い羽根共同募金の配分を受けて実施しています。 

【主催】社会福祉法人 岡山県社会福祉協議会 福祉支援部（加藤） 

〒700-007 岡山市北区南方 2 丁目 13-1 きらめきプラザ３階 

TEL：086-226-4145 FAX：086-226-3557 MAIL：okayamakenri@fukushiokayama.or.jp 

https://forms.gle/imptGM918WdVABcU8
mailto:okayamakenri@fukushiokayama.or.jp

